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電動カンキット N 制御盤 Lite-Solar JA むかわ様向け現場報告書 

１．概要 

 本報告書は 2022 年 6 月 16 日～12 月 19 日にて鵡

川研修農場 豊城ファーム様にて行ったフィールド

テストの結果を報告するものとなる。今回設置した

制御盤は DC24V 太陽光発電システムを利用し、駆

動機の巻取り換気の開閉制御を行う装置となる。温

度センサーが感知したハウス内温度を基準として、

動作時間・休止時間による開閉動作を行う。また、

感度設定を行うことにより、条件に応じた温度管理

を行う事が可能となる。以下本機器構成。 

 

図 1 電動カンキット N 制御盤 Lite-Solar 構成 

 

2．制御盤、バッテリー設置状況 

実際のハウス内設置状況を図 2 に示す。ボックス

の中に 12V バッテリーを 2 台収納し直列に接続する

ことで 24V とする。今回設置した物は試験用のた

め、測定用のデータロガーを接続している。 

 

図 2 N 制御盤 Lite-Solar 試験設置状況 

3.ソーラーパネルの仕様及び設置状況 

今回設置したソーラーパネルの仕様は下記の通り。

架台は越浦パイプ㈱様にて準備、施工。北海道のよう

な降雪地域では地面からの高さを 1m～2m 確保した

架台を作製することで積雪にも対応可能となる。 

・ソーラーパネルスペック 

型式                 ：AT-MA100C 

定格出力 Pm         ：100W 

最大出力動作電圧 Vpm：35.5V 

最大出力動作電流 Ipm ：2.82A 

開放電圧 Voc         ：42.6V 

短絡電流 Isc          ：3.04A 

外寸                 ：1220*505*30mm 

重量                 ：7.9kg 

 

 

 

図 3 ソーラーパネル、架台 
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４．試験結果 

4-1．10 月 24 日～10 月 30 日測定結果 

試験期間 2022 年 6 月 16 日～12 月 19 日、そのう

ち晴天が続いた 10 月 24 日～10 月 30 日の結果を以

下に示す。図 4 は制御盤 Lite-Solar に接続されたバ

ッテリー電圧のグラフとなる。本機器はバッテリー

電圧が 23V を下回った段階で、動作を停止し、充電

モードに移行するが、この 1 週間では、一番低くて

も 25.3V であり、十分余裕をもって動作できてい

る。また、試験期間全体を通しても最低で 24.8V で

あった。 

 

図 4 10 月 24 日～10 月 30 日バッテリー電圧 

 

図 5 は 10 月 24 日～10 月 30 日のソーラーパネルの

発電電流、本機器の消費電流を表したものとなる。

消費電流に合わせ、発電も行われることが分かる。 

 

図 5 10 月 24 日～10 月 30 日発電、消費電流 

 

図 6 は 10 月 24 日のみを抽出したグラフとなる。朝

6 時頃、日の出と共に発電電流値が上昇し、夜間に消

費した制御盤待機消費電力分(消費電力 0.24W/h)を

充電。その後、消費電流に合わせ、発電が行われて

いることが確認できる。基本満充電を保持し、消費

分を発電する事から、頻繁に駆動機が動作しても発

電量が足りないということは発生せず、問題なく使

用できている。 

 

 

図 6 10 月 24 日発電、消費電流 

 

4-2．12 月 12 日～12 月 19 日測定結果 

 試験期間中、比較的曇天、雨が多かった、12 月 12

日～12 月 19 日の結果を以下に示す。図 7 は、12 月

12 日～12 月 19 日間のバッテリー電圧となる。雨、

曇天時の場合、ソーラーパネルの電圧に引っ張ら

れ、最大電圧値は低くなっているが、最低電圧の値

が 25.2V と十分動作可能範囲で充電されている。 

 

図 7 12 月 12 日～12 月 19 日バッテリー電圧 
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図８は 12 月 12 日～12 月 19 日のソーラーパネル発

電電流、本機器の消費電流を表したものとなる。 

電動カンキットの制御においては、雨天時には駆動

機があまり動作せず、消費する電力も少ないことか

ら雨の日でも十分発電を行えていることが分かる。

また、ソーラーパネルの発電がなくても、バッテリ

ー満充電から 5 日間程度、自動モードで運用できる

設計としており曇天がつづいても今試験において充

電不足は発生しなかった。 

 

 

図８ 12 月 12 日～12 月 19 日発電、消費電流 

 

５．まとめ 

◎6 月の設置より電源の停止は 1 度も発生していない 

◎今回、ソーラーパネルのサイズ、バッテリーの容

量は制御盤 Lite-Solar に対し、十分余裕を持ったもの

を選定しており、日中消費電流より発電電流の方が

大きい事から、安定した動作となっている。 

◎降雪時の影響を十分に観測できていない。架台、

パネルの耐荷重性についてはまだ検討が必要。 

以上 


